
ようやく夏の暑さも和らいでき

ましたが，みなさまいかがお過ご

しでしょうか．私はこれまで海外に長期間留学したことが

なかったのですが，この度１０月から３ヶ月間マサチュー

セッツ工科大学の Plasma Science and Fusion Center（まさ

にプラズマ・核融合学のためのセンターですね）という研

究センターで共同研究をさせていただくことになりまし

た．従来からレーザー核融合の中性子計測に関する交流を

してきたのですが，今回は大阪大学で開発中の超短パルス

レーザーを用いた超高速時間分解中性子計測の手法を，

MITグループが開発中の超高エネルギー分解能中性子計

測機に導入して，時間分解もエネルギー分解も世界一の装

置を開発することが目的です．

MITを研修先として選んだ理由は，MITが世界トップ大

学で研究テーマが自分の分野と合致しているということの

他に，大学であるということがあります．我々の分野であ

るレーザー核融合の有名な装置といえばNational Ignition

Facility（ローレンスリバモア研究所）ですが，国防関連国

立研究所がほとんどです．これらの研究所では特有の規制

が非常に多く研究にも不自由な点が多いことが知られてい

ます．例えば，ビジター研究者が参加できない研究や，内

容の公表が一切できない研究があったりします．１８時以降

に研究室に残ることや祝日休日の入室ことも禁止で，簡単

な実験装置の使用にもかなりの規制があるようです．それ

に比べてMITは大学であるため，みな自由に研究テーマを

設定し，自由に研究活動を展開しているようです．それで

いて，NIF の中性子計測機を開発して実際にNIF 導入

し，その核融合実験データを解析し，NIF の研究にもしっ

かりとコミットしております．我々の研究スタイルと非常

に似ているものを感じますし，今後は海外の大型実験装置

での研究展開を希望しています．果たしてMITの研究者は

どうやって研究をし，学生教育をしているか．この辺りの

世界最高レベルも学んで，日本に持ち帰ってこようと思い

ます．２０１９年のプラズマ・核融合学会年会は不参加となっ

てしまいますが，年明けには帰国しますので，今後ともよ

ろしくお願いいたします． （有川安信）
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